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2広報なかがわ　平成18年5月10日

那
珂
川
町
新
議
会
議
員

18
人
決
ま
る

新
人
２
人
女
性
議
員
２
人
当
選

合
併
に
よ
る
在
任
特
例
の
任
期

満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
選
挙
が

四
月
十
一
日
に
告
示
さ
れ
、
十
六

日
、
町
内
二
十
九
ヵ
所
で
投
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
合
併
後
初
の
選
挙
と

あ
っ
て
、
定
数
が
十
四
議
席
減
の

十
八
議
席
中
、
現
職
十
七
人
（
う

ち
女
性
候
補
二
人
）、
新
人
三
人

が
立
候
補
す
る
少
数
激
戦
と
な
り

ま
し
た
。

那
珂
川
町
の
当
日
有
権
者
数
は

一
万
六
千
五
百
七
人
。
投
票

率
は
七
十
九
・
〇
一
％
で
、
前

回
（
平
成
十
五
年
）
の
投
票
率
、

馬
頭
町
は
八
十
四
・
四
六
％
を

五
・
四
五
ポ
イ
ン
ト
、
小
川
町
の

八
十
六
・
三
〇
％
を
七
・
二
九
ポ
イ

ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

開
票
所
と
な
っ
た
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
大
会
議
室
で
は
、
立
会
人

や
参
観
人
が
見
守
る
中
、
午
後

十
一
時
十
分
に
は
十
八
人
の
当
選

人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
議
員
の
顔
ぶ
れ
は
現
職
十
六

人
、
新
人
二
人
。
党
派
別
で
は
無

所
属
が
十
六
人
、
公
明
党
一
人
、

日
本
共
産
党
一
人
と
な
り
ま
し

た
。

　　　　（小数点以下切り捨て）

候補者氏名　得票数
福島　泰夫　1,200
鈴木　雅仁　　861
原田　照信　　846
川上　要一　　814
岩村　文郎　　781
橋本　　操　　739
大金　伊一　　662
大金　市美　　658
鈴木　和江　　656
小川　洋一　　640
桑原　勇一　　637
益子　明美　　624
小林　　盛　　607
石田　彬良　　565
薄井　和平　　556
阿久津武之　　545
大森　富夫　　523
杉本　益三　　404

　　小泉　　賢　　383
　　小杉　正雄　　224

那
珂
川
町
議
会
議
員
選
挙
各
投
票
区
別
の
投
票
結
果
那
珂
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
確
定
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3 広報なかがわ　平成18年5月10日

石田　彬良　矢又2470-2

無所属　現（63）①
鈴木　和江　大山田上郷 957

無所属　現（59）①
川上　要一　小川2109-1

無所属　現（56）①
福島　泰夫　芳井875

無所属　現（55）①

薄井　和平　小川679-1
無所属　現（71）①

小川　洋一　松野594
無所属　現（62）①

岩村　文郎　松野570
無所属　現（55）①

鈴木　雅仁　富山178
無所属　新（32）①

阿久津武之　久那瀬1553-2

無所属　現（56）①
桑原　勇一　矢又14-1

公明党　現（59）①
橋本　　操　小川1342-4

無所属　現（56）①
原田　照信　谷川189

無所属　新（57）①

大森　富夫　小口186
日本共産党　現（58）①

益子　明美　馬頭1519-21

無所属　現（47）①
大金　伊一　馬頭1435

無所属　現（68）①

杉本　益三　片平294-3
無所属　現（70）①

小林　　盛　和見1896
無所属　現（55）①

大金　市美　大内450
無所属　現（50）①

那
珂
川
町
議
会
議
員
の
顔
ぶ
れ

右
上
か
ら
左
下
へ
得
票
順
・
カ
ッ
コ
内
は
年
齢

　
　
　
　
　
　

○
数
字
は
当
選
回
数　

敬
称
略



4広報なかがわ　平成18年5月10日

議長に杉本益三氏
　副議長に石田彬良氏を
　　　　　　　　　選出

　

五
月
二
日
、
第
三
回
町
議
会
臨

時
会
が
開
か
れ
、
議
長
・
副
議
長

の
選
挙
、
各
常
任
委
員
の
選
任
な

ど
議
会
の
構
成
等
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

会
議
に
は
、
議
員
十
八
人
全
員

が
出
席
し
、
投
票
の
結
果
那
珂
川

町
二
代
議
長
に
、杉
本
益
三
氏
が
、

副
議
長
に
、
石
田
彬
良
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
に
福
島
泰
夫

氏
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
等
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）石田彬良副議長 杉本益三議長

　

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

総
務
企
画
常
任
委
員
会　

◎
鈴
木　

和
江　

○
鈴
木　

雅
仁

　

小
林　
　

盛　
　

大
金　

市
美

　

小
川　

洋
一　
　

杉
本　

益
三

教
育
民
生
常
任
委
員
会

◎
川
上　

要
一　

○
原
田　

照
信

　

益
子　

明
美　
　

阿
久
津
武
之

　

桑
原　

勇
一　
　

薄
井　

和
平

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
岩
村　

文
郎　

○
橋
本　
　

操

　

福
島　

泰
夫　
　

石
田　

彬
良

　

大
金　

伊
一　
　

大
森　

富
夫

議
会
運
営
委
員
会

◎
大
金　

市
美　

○
小
川　

洋
一

　

岩
村　

文
郎　
　

川
上　

要
一

　

鈴
木　

和
江　
　

桑
原　

勇
一

議
会
広
報
特
別
委
員
会

◎
阿
久
津
武
之　

○
益
子　

明
美

　

鈴
木　

雅
仁　
　

大
金　

市
美

　

川
上　

要
一　
　

薄
井　

和
平

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員

　

小
林　
　

盛　
　

阿
久
津
武
之

　

薄
井　

和
平　
　

桑
原　

勇
一

　

小
川　

洋
一　
　

大
金　

伊
一

水
道
週
間
と
は
？

　

水
道
週
間
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
水
道
に
つ
い
て
、
理
解
や
関
心

を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
普
段
、
何

気
な
く
使
っ
て
い
る
水
道
の
大
切

さ
を
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

皆
さ
ま
の
ご
家
庭
内
の
給
水
管

が
破
損
し
、
漏
水
し
て
い
る
と
、

大
切
な
水
の
無
駄
づ
か
い
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

漏
水
の
早
期
発
見
・
修
理
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

漏
水
点
検
を
し
て
み
ま
し
�
う
！

　

ご
家
庭
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉

め
、
メ
ー
タ
ー
器
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ
ン
プ（
銀

色
）
が
回
っ
て
い
た
ら
漏
水
と
思

わ
れ
ま
す
。
町
指
定
業
者
に
連
絡

し
、す
ぐ
に
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
で
管
理
す
る
の
は
水

道
本
管
で
す
。
そ
れ
以
外
は
、
所

有
者
ま
た
は
使
用
者
の
管
理
と
な

り
ま
す
。
何
か
不
明
な
点
は
、
上

下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

水
道
週
間
サ
�
ビ
ス

　

上
下
水
道
課
で
は
、
水
道
週
間

に
合
わ
せ
て
修
理
用
の
蛇
口
コ
マ

が
必
要
な
方
に
、
無
料
で
コ
マ
の

配
布
を
行
い
ま
す
。

配
付
期
間　

　

６
月
１
日
〜
６
月
７
日

配
付
場
所

　
　

上
下
水
道
庁
舎
（
久
那
瀬
）

配
付
個
数

　
　

一
世
帯
二
個
ま
で

６月１日から６月７日は

水道週間です
～安全と おいしさごくり 水道水～

問い合わせ　上下水道課　☎ 0287―92―2002

第３回
町議会臨時会

URL
http:/

/www.h
orsehe

ads.or
g/
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アメリカ　ホースへッズ村から

親善訪問団来町
　平成５年４月から姉妹都市となったアメリカのホースヘッズ村
からの親善訪問団員９名は、４月 15日から 20 日までの６日間、
那珂川町を訪れました。
　この間訪問団の皆さんは、歓迎レセプションや町内の各施設訪
問などで町民と交流を深めました。学生の６人は、馬頭地区と小
川地区へ分かれてホームスティし、那珂川町での６日間をホスト
ファミリーと共に楽しみました。ホースヘッズ村の皆さんが那珂
川町を訪問するのは合併前の訪問を含めると今回で 10 回目とな
りました。訪問の様子を紹介します。

エレナ・アルジェ
ンティエリさん

エリー・モレロ
ウさん

ジェイサン ・ワ
イズさん

ヴィンセント・
イーゾウさん

ジ ョ ウ セ フ・
ヴェイガさん

チャールズ・バ
ルグマンさん

ヴィッキー・
カーチャックさん

ジャネット・キー
ナさん

ロバート・モレ
ロウさん

ホストファミリー三好家と ホストファミリー竹原家と ホストファミリー山田家と

さよならパーティーから まほろば太鼓体験 小砂焼体験中 書道体験中 大山田小

URL
http:/

/www.h
orsehe

ads.or
g/
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馬
頭
地
区
の
住
民
説
明
会
の
中

で
出
た
質
問
と
回
答
か
ら
、
今
月

号
は
、
主
に
テ
レ
ビ
の
視
聴
と
高

度
化
事
業
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

す
。

Ｑ
13　

テ
レ
ビ
番
組
を
見
る
の

に
は
今
の
ま
ま
で
十
分
な
の
に
�

三
十
二
億
円
も
か
け
て
�
デ
ジ
タ

ル
化
�
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う

の
で
す
が
�

Ａ
13　

放
送
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
」

は
町
が
独
自
に
計
画
し
て
い
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の
施
策

で
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
替
わ
る
の
で
す
。

　

８
回
目
の
今
回
は
、

①
説
明
会
Ｑ
＆
Ａ
（3）
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業
馬
頭
地
区

　

住
民
説
明
会
か
ら

②
小
川
地
区
住
民
説
明
会

③
馬
頭
地
区
加
入
希
望
調
査
結
果

④
集
合
住
宅
の
管
理
者
・
所
有
者
の
方
へ

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
【
説
明
会
Ｑ
＆
Ａ
（3）
】 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業

馬
頭
地
区
住
民
説
明
会
か
ら

　

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日

で
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
た

め
、
現
状
の
ま
ま
で
は
、
翌
日
か

ら
テ
レ
ビ
番
組
が
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
民
が
今
と
同
じ
よ

う
に
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
る
よ
う
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
14　

国
が
進
め
て
い
る
ア
ナ
ロ

グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
意
図
は
何

で
す
か
？

Ａ
14　

国
に
お
い
て
は
、
携
帯
電

話
の
普
及
も
あ
っ
て「
電
波
帯
域
」

が
不
足
し
て
き
て
い
る
た
め
、
効

率
よ
く
送
信
で
き
る
「
デ
ジ
タ
ル

波
」
を
有
効
に
活
用
し
、
幅
広
く

多
量
の
情
報
を
や
り
取
り
し
て
い

く
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業

は
、
町
が
独
自
に
デ
ジ
タ
ル
化
に

替
え
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

国
の
施
策
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
に

伴
い
、
ア
ナ
ロ
グ
波
の
Ｃ
Ｔ
Ｂ
を

デ
ジ
タ
ル
波
に
対
応
で
き
る
よ
う

整
備
し
、
併
せ
て
、
行
政
情
報
が

容
易
に
見
ら
れ
た
り
、
利
用
度
が

増
加
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
な
ど
を
整
備
し
て
い
く
も
の

で
す
。

テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
く

な
�
ち
ま
う
ぜ
�

今のままでいいさ

それは大変だ

知らなかった

Ｑ
15　

ケ
�
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入

し
な
い
場
合
�
テ
レ
ビ
を
見
る
た

め
だ
け
な
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

で
す
か
？

Ａ
15　

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
用
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
だ
け
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
見
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
な
い
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
よ
う
と
し

た
場
合
は
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
」
を
個
人
で
購

入
し
て
接
続
す
る
か
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
の
テ
レ

ビ
（
一
般
的
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
」）
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
の
設
置
も
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
地
形
な
ど
の
関
係
か
ら
受
信

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
す

れ
ば
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
用

チ
ュ
ー
ナ
ー
」
の
役
割
を
も
持
つ

「
Ｓ
Ｔ
Ｂ
（
セ
ッ
ト
・
ト
ッ
プ
・

ボ
ッ
ク
ス
）」
を
一
台
無
償
で
お

貸
し
し
ま
す
し
、
ア
ン
テ
ナ
も
不

要
と
な
り
ま
す
か
ら
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ
16　

現
在
Ｃ
Ｔ
Ｂ
に
加
入
し
て

い
な
い
の
で
す
が
�
地
上
デ
ジ
タ

ＵＨＦアンテナ

ＶＨＦアンテナ

交
換
が
必
要

広報なかがわ　平成18年5月10日



私
も
加
入
希
望
を
出

し
て
お
こ
う
か
し
ら

7

ル
放
送
に
な
�
て
ど
う
な
る
の

か
�
自
分
は
ど
う
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
16　

小
川
地
区
の
町
民
及
び
現

在
Ｃ
Ｔ
Ｂ
に
加
入
し
て
い
な
い
馬

頭
地
区
の
町
民
の
場
合
は
、
Ｑ
15

で
お
答
え
し
た
も
の
と
同
様
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
矢
板
中
継
局
や
馬
頭
中

継
局
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

再
送
信
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
段
階
で
は
、
ま
だ
送
信
さ

れ
て
い
な
い
の
で
受
信
状
態
が
確

認
で
き
ま
せ
ん
。
地
形
や
立
地
条

件
に
よ
り
受
信
で
き
る
場
合
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、「
こ
う
な
り

ま
す
よ
」
と
断
言
で
き
ま
せ
ん
。

一
部
の
地
域
で
は
受
信
で
き
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
加
入
を
お
勧
め
し
て

お
り
ま
す
。

Ｑ
17　

Ｃ
Ｓ
チ
�
ン
ネ
ル
は
ど
の

く
ら
い
を
考
え
て
い
る
の
で
す

か
？

Ａ
17　

容
量
は
四
十
八
チ
ャ
ン
ネ

ル
程
度
の
確
保
が
可
能
で
す
。
Ｃ

Ｓ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
送
信
は
、「
番

組
を
配
信
会
社
か
ら
買
う
」
こ
と

に
な
り
、
需
要
（
要
望
）
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
有
効
で

合
理
的
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
択
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｃ
Ｓ

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
の
要
望

に
答
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

②
小
川
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
高
度
化
事
業
住
民
説
明
会

　

五
月
ご
ろ
に
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
小
川
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
高
度
化
事
業
住
民
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
小
川
全
地
区
全
域
対
象

・
五
月
二
十
七
日
（
土
）、
六
月

　

十
七
日
（
土
）
の
二
回

・
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ

　

や
か
共
生
館

◇
各
行
政
区
対
象

・
五
月
二
十
五
日
〜
六
月
十
五
日

・
小
川
公
民
館
、
各
地
区
集
会
施

　

設
・
各
行
政
区
の
日
程
及
び
開
催
場

　

所
は
、
回
覧
で
お
知
ら
せ
い
た

　

し
ま
す
。

◇
薬
利
・
芳
井
地
区
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
同

　

受
信
施
設
加
入
者
対
象

・
日
程
及
び
開
催
場
所
は
、
回
覧

　

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
�

◇
浄
法
寺
地
区
東
京
電
力
テ
レ
ビ

　

共
同
受
信
施
設
加
入
者
対
象

・
日
程
及
び
開
催
場
所
は
、
後
日

　

個
別
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

③
馬
頭
地
区
加
入
希
望
調
査
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

馬
頭
地
区
の
加
入
希
望
調
査
に

つ
い
て
は
、
短
期
間
に
も
か
か
わ

ら
ず
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
新
し
い

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
に
つ

い
て
、
加
入
状
況
の
事
前
把
握
と

各
個
人
（
世
帯
）
の
加
入
意
志
の

確
認
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で

す
。

・
回
答
率
（
個
人
）

　
　

八
十
二
・
〇
％

・
加
入
希
望
率

　
　

回
答
者
の
八
十
三
・
九
％

　

（
各
率
は
四
月
二
十
日
現
在
）

　

今
後
の
加
入
促
進
の
た
め
に

も
、
次
の
よ
う
な
方
は
、
高
度
情

報
化
推
進
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
馬
頭
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

・
馬
頭
地
区
に
居
宅
や
事
務
所
・

　

店
舗
を
構
え
て
い
る
方

・
ま
だ
回
答
さ
れ
て
い
な
い
方
や

　

事
業
所

・
す
で
に
回
答
し
た
が
変
更
し
た

　

い
方

・
別
荘
等
を
所
有
す
る
町
外
の
方

・
加
入
希
望
調
査
書
が
配
布
さ
れ

　

な
か
っ
た
事
業
所

　

な
お
、
小
川
地
区
の
加
入
希
望

調
査
は
、
本
年
十
一
月
ご
ろ
に
な

る
予
定
で
す
。

④
集
合
住
宅
の
管
理
者
・
所
有

者
の
方
へ

　

ア
パ
ー
ト
や
社
員
寮
な
ど
の
集

合
住
宅
の
場
合
、
入
居
者
個
人
が

加
入
申
し
込
み
を
行
な
う
場
合

と
、
家
主
が
一
括
し
て
加
入
申
し

込
み
を
す
る
場
合
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

各
集
合
住
宅
の
対
応
に
つ
い

て
、
建
物
の
所
有
者
に
対
し
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
及
び
設
置

に
つ
い
て
照
会
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」
と
は
、
ど
こ
に
い

て
も
状
況
に
応
じ
て
利
用
者
の
便
宜

を
図
っ
て
く
れ
る
環
境
を
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
や
携
帯
電
話
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ

等
に
よ
る
広
範
囲
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
よ
っ
て
実
現
し
て
し
ま
う
と

い
う
も
の
。

※
１

広報なかがわ　平成18年5月10日



8

　

現
在
、
県
で
は
和
見
・
小
口
地

区
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
備
中
沢
に

県
営
の
最
終
処
分
場
の
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
「
産
業
廃
棄
物
」

や
「
最
終
処
分
場
」
と
言
っ
て
も

正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
面
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
か
ら
そ
ん

な
疑
問
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
を
し

て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は

ご
み
の
種
類
（
一
般
廃
棄
物
、
産

業
廃
棄
物
）
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

私
た
ち
が
生
活
を
し
て
い
く
中

で
ご
み
は
必
ず
出
て
し
ま
い
ま

す
。
工
場
な
ど
で
も
製
品
を
製
造

す
る
際
に
ご
み
が
必
ず
出
ま
す
。

こ
れ
ら
出
た
ご
み
を
「
廃
棄
物
」

と
呼
び
ま
す
が
、
大
き
く
分
け
る

と
次
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

一
般
廃
棄
物

　

家
庭
か
ら
出
る
主
に
生
活
の
中

か
ら
発
生
す
る
ご
み
で
産
業
廃
棄

物
以
外
の
ご
み

産
業
廃
棄
物

　

工
場
等
か
ら
出
る
事
業
活
動
の

中
か
ら
発
生
す
る
ご
み
で
品
目
が

定
め
ら
れ
た
も
の
（
20
種
類
）

北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
７
）

　

同
じ
ご
み
で
も
家
庭
か
ら
出
れ

ば
「
一
般
廃
棄
物
」
、
工
場
等
か

ら
出
る
と
「
産
業
廃
棄
物
」
と
な

り
ま
す
。

　

以
上
、
一
般
廃
棄
物
と
産
業
廃

棄
物
の
違
い
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
次
回
は
こ
の
廃
棄
物
の
処
理

先
で
あ
る
「
最
終
処
分
場
」
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果
（平成17年度第４回年間変動調査分）

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知らせします。

調査項目　　健康項目、生活環境項目、その他
採 水 日　　平成18年２月13日
採水場所　　１　周辺環境水
　 　　　　　（1）投棄地直下河川
　 　　　　　（2）小口川上流
　　　　　　２　投棄現場
　　　　　　 （3）投棄地下流側浸出水
　 　　　　　（4）投棄地内浸出水
調査結果

　⇒周辺への汚染拡大の兆候は認められない。

　詳細については環境整備対策室（☎0287－92－1110）にお問い
合わせください。

広報なかがわ　平成18年5月10日
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　まだ学校訪問が始まらないため町内の宝物である
児童の話の代わりに、今回は私が子どもだったころ、
ちょっと変わった方法で家族からもらった小づかいに
ついて紹介します。
　小学生の時はお金がなくても色々な遊びができまし
た。近くにあったオレンジ森の中でかくれんぼやトカ
ゲつかみをしたり、車庫の前でテニスボールとバット
で野球をしたりして結構友だちと満喫しました。
　しかし一人で遊ぶ時、私は野球カードを居間のカー
ペットの上に広げて、ビー玉と鉛筆で「野球」をしま
した。野球カードを集めるために私は小づかいが欲し
くなりました。友だちの家庭では、小づかいは定額で
支払われていました。友人のドニー君は週５ドル、マー
ク君は２０ドル。最初は両親が私の欲しい物を買った
り、買わなかったりして、買う権利は私にありません
でした。しかし、私が両親に小づかいをうるさく求め
たので、ある日ブラックバーン家の小づかいシステム
が実施されました。

　まず、基本の手伝いがありました。たとえばゴミを
外に出したり、皿洗いを手伝ったりすることが基本の
手伝いでした。これには小づかいが付きません。
　そして、小づかいが付く手伝いもありました。車を
洗ったら１ドル。父の靴を磨いたら１足につき２ドル。
車をワックスで磨いたら５ドル。居間の拭き掃除をし
たら１ドル。しかし、この小づかいが支払われるため
には基本の手伝いをすることが条件でした。
　実施当初、私は高額の手伝いをねらい、何回も「お
父さん、靴が汚れていませんか？」、「車が汚れている
ようですね。洗ってワックスをかけましょうか？」等
と聞いたりしました。
　ただし、私は小づかいがもらえる手伝いを一生懸命
に頑張っていても、基本の手伝いを前の週にやらな
かったら１セントももらえませんでした。
　この小づかいシステムで、私は仕事に対して大切な
ことを学びました。それは、やりたい仕事とやりたく
ない仕事がありますが、「おいしい」仕事をする前に、
「面倒くさい」仕事を済ましたほうがいいということ
です。
振り返ってみれば、これはブラックバーン家の基本教
育方針でした。肉を食べる前にサラダを完食すること
とか、友達と遊ぶ前に宿題を済ますことも条件でした。
みなさんのご家庭ではどうしていますか？

手伝いと小づかい

　

小
川
第
一
保
育
園
は
小
川
小
学

校
の
東
隣
に
あ
り
ま
す
。
十
八
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
子
ど
も
た
ち
は

進
級
し
た
う
れ
し
さ
い
っ
ぱ
い
に

「
せ
ん
せ
い
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
登
園
し
て
き
ま
す
。　

　
　

五
才
児
に
年
長
組
に
な
っ
た

気
持
ち
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

と
、
「
運
動
会
が
楽
し
み
」｢

発

表
会
が
ん
ば
る｣

と
頼
も
し
い
こ

と
ば
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
初
め
て
の
行
事
は
お

花
見
会
で
し
た
。
桜
の
花
の

下
、
紅
白
幕
の
前
で
『
ヨ
サ
コ

イ
ソ
ー
ラ
ン
』
を
踊
り
、
「
ヤ

ー
！
」
の
か
け
声
、
そ
し
て
、

草
だ
ん
ご
を
ほ
お
ば
り
ま
し

た
。
花
も
よ
し
、
人
も
よ
し
、

だ
ん
ご
も
よ
し
と
い
う
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
十
二
日
に
は
親
子
交

通
安
全
教
室
が
あ
り
、

保
護
者
の
方
々
が
集
ま

る
と
ど
う
し
て
も
見
せ

た
い
と
大
ハ
ッ
ス
ル
の

子
ど
も
た
ち
。
急
き
ょ

そ
の
場
を
設
け
披
露
す

る
と
大
拍
手
を
受
け
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

大
成
功
！
と
い
う
顔
が

印
象
的
で
し
た
。
「
小

川
第
一
保
育
園
十
八
年

度
物
語
」
の
は
じ
ま
り

は
じ
ま
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
待

ち
受
け
て
い
る
か
楽
し

み
で
す
。

　

子
ど
も
育
て
隊
と
称

し
、
保
護
者
と
協
力
し

て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

経
験
し
、
感
動
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
町
民
の
皆
さ
ま
、
近
く

へ
来
た
時
は
ぜ
ひ
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

小川第一保育園から

こんにちはこんにちは

シリーズ 施設巡り

広報なかがわ　平成18年5月10日
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故  
髙
橋
平
藏
氏
に

正
六
位
瑞
宝
双
光
章

　

去
る
一
月
十
四
日
に
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
元
小
川
町
立
小
川

小
学
校
長
髙
橋
平
藏
氏
（
小
川
）

は
、
生
前
の
功
績
に
対
し
て
正
六

位
瑞
宝
双
光
章
に
叙
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を
偲
び
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

深
沢
嘉
雄
さ
ん
が

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

　

平
成
十
七
年
度
栃
木
県
こ
ん
に

ゃ
く
立
毛
共
進
会
に
お
い
て
大
山

田
下
郷
の
深
沢
嘉
雄
さ
ん
が
最
優

秀
賞
及
び
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
祝
賀
会
の
席
上
、
深
沢
さ

ん
は
「
こ
の
受
賞
は
一
個
人
の
力

で
は
な
く
、
皆
さ
ま
方
の
お
力
添

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
農
業
振
興
の
一
端
を
担

い
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

小
川
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
員
が
全
国
ホ
ー
プ

ス
選
抜
大
会
で
健
闘

　

三
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日

に
か
け
て
、
越
谷
市
で
開
催
さ
れ

た
第
三
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
大

会
で
、
小
川
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
員
三
名
が
出
場
し
、
全
国
か
ら

選
抜
さ
れ
た
四
十
八
チ
ー
ム
と
戦

い
、
健
闘
し
ま
し
た
。

　

川
上
愛
可
さ
ん
（
小
川
小
五

年
）、
豊
田
真
望
子
さ
ん
（
同
五

年
）
は
そ
れ
ぞ
れ
予
選
の
鹿
児
島

戦
、
二
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
福
島

Ｂ
戦
で
勝
ち
星
を
挙
げ
、
チ
ー
ム

の
勝
利
に
貢
献
し
ま
し
た
。ま
た
、

関
陽
香
さ
ん
（
同
四
年
）
も
三
位

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
福
岡
戦
で
ゲ
ー

ム
オ
ー
ル
の
接
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

韓
国
の
ロ
ー
タ
リ
ー
メ

ン
バ
ー
と
交
流

馬
頭
小
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

四
月
十
二
日
、
馬
頭
町
商
工
会

館
会
議
室
で
韓
国
の
国
際
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
五

名
が
来
町
し
、
歓
迎
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
長
並
び
に
川
崎
町
長

の
あ
い
さ
つ
後
、
当
町
の
メ
ン
バ

ー
二
十
三
名
と
会
食
し
、
そ
の

後
、
広
重
美
術
館
や
馬
頭
院
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

五
名
の
団
員
の
一
人
（
四
十
歳

の
女
性
）
が
佐
藤
秀
夫
さ
ん
（
小

川
）
宅
に
四
泊
五
日
滞
在
し
、
日

本
の
文
化
や
生
活
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。

春
の
花
が
次
々
と
開
花

カ
タ
ク
リ
山
公
園
・
梅

曾
公
園
な
ど
に
約
三
万

人
が
訪
れ
る

　

二
月
初
め
か
ら
四
月
に
か
け

て
、
梅
曾
公
園
や
ふ
る
さ
と
の
森

公
園
、
カ
タ
ク
リ
山
公
園
で
春
を

彩
る
か
れ
ん
な
花
が
次
々
と
開
花

し
、
訪
れ
た
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

カ
タ
ク
リ
山
公
園
で
は
ザ
ゼ
ン

ソ
ウ
か
ら
始
ま
り
、
カ
タ
ク
リ
、

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
カ
マ
、
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
な
ど
が

次
々
と
開
花
し
、
四
月
九
日
を
ピ

ー
ク
に
延
べ
三
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

来
町
者
は
、
薄
紫
色
の
可
憐
な

カ
タ
ク
リ
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
魅
せ

ら
れ
ま
し
た
。
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